
久米島赤土流出防止対策協議会からのお知らせ

　それが大雨で流されないよう一緒に守っていきませんか？
　当協議会では畑からの赤土等流出防止対策について現場確認を行い
農家と相談の上、各農地にあった対策方法を決めていきます。
　お困りごとがあれば、下記までお気軽にご連絡ください。

　猫に関わる法律として、動物の“愛護及び管理に関する法律”
の中の、「動物の飼養及び保管に関する基準」や各地方公共団体
の条例の中で猫の飼育について定められています。
　猫の飼育にあたっては、「生活環境の保全や繁殖制限を行う」
など、他人の迷惑となることをしてはいけないと定められています
が、猫の習性上放し 飼いについては制限していないので、放し飼
いをしているからと言ってその行為自体に罰則はありません。
　ですが、住民間での主なトラブルの原因は、放し飼いの猫によ
る「被毛の飛散や糞尿の被害、発情期の鳴き声、庭を荒らされる」
など様々です。
　猫は一度したオシッコやウンチの場所は、綺麗に掃除されてい
ても匂いで嗅ぎ分けます（特にオスはマーキングもします）。
　それが他人の玄関先や庭先だったらどうでしょう、放し飼いさ
れた猫は毎日やってきて、ルーティンワークの如く糞をして帰って
いきます。
　人に迷惑を掛ける飼い方をしてはいけません。飼い主のモラル
の問題です！

久米島の場合「家屋の構造上すぐに室内
飼育が出来ない」という事もありますが、
せめて「夜間だけでも屋内に入
れる」など、すぐに出来る対策
もあります！

猫を飼っている（エサを与えている）皆さんへお願い

人と動物の共
生 する島 久米島

猫の放し飼いはマナー違反？　

お問い合わせ先
久米島赤土流出防止対策協議会

（役場 産業振興課内）　☎985-7134

久米島町役場 環境保全課
☎985-7126

【対策事例１】
赤土流出防止板の設置

【対策事例２】
赤土流出を防ぐベチバーの植栽

久米島では犬の放し飼いや
ノーリードでの散歩も良く見
かけます。「糞は持ち帰る」こ
　れもマナーの１つです！
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